
　

ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定今後の予定

「召天者記念礼拝」
ヨハネの黙示録21：3～5

　この地上では苦しい思いをした人も、天国では神様
が悩みや苦しみを取り去ってくださいます。どんなに
医学が進歩しても、私達は死を避けることはできませ
ん。しかし、その死は聖書の言葉によると敗北ではな
く勝利です。神様の救いを信じて共に祈りましょう。

セル祈祷会

主 日 礼 拝主 日 礼 拝

　日本には昔から亡くなられた方を悼む文化がありま
す。その家族や友人を慰めてあげたいと思ったり、生き
ている間にもっと親切にしておけばよかったと考えてし
まう人も多いのではないでしょうか。しかし、聖書を読
んでみると、それは真実ではないと気付かされることが
あります。聖書には「なるほど！」と、今までの自分の
考えが覆ってしまうことが書かれているからです。

　『そのとき私は、御座から出る大きな声がこう言うの
を聞いた。「見よ。神の幕屋が人とともにある。神は彼
らとともに住み、彼らはその民となる。また、神ご自身
が彼らとともにおられて、彼らの目の涙をすっかりぬぐ
い取ってくださる。もはや死もなく、悲しみ、叫び、苦
しみもない。なぜなら、以前のものが、もはや過ぎ去っ
たからである。」（ヨハネの黙示録21：3～ 4）』
これは、弟子のヨハネがイエス様の教えを伝えたことで
捕らえられ、パトモスという島に流刑にあった時に書い
た言葉です。獄中生活のような状況の中でも礼拝してい
た時、大きな声が聞こえました。小さな声でも聞こえた
はずなのに、なぜ大きな声だったのでしょうか。それは
ヨハネを通して全世界の人々に知ってほしいという神様
の願いが込められていたからです。その声が伝えた内容
は素晴らしいものでしたが、ヨハネだけにしか聞こえま
せんでした。神様は私達にメッセージを伝えたいと、天
から大きな声で話しかけられています。しかし、神様に
心が向いていなければその声は聞こえません。私達が受
け止めようとする想いさえあれば、そのメッセージは祝
福となって私達に響いてきます。心を開いて聴くことが
大切なのです。
　この聖書の箇所では、神様は私達に何を伝えようとし
ているのでしょうか。ヨハネが天を見ると、神様と一緒
に多くの人が住んでいるのが見えました。悲しみや苦し
みの無い、神様が共にいる素晴らしい天国の光景をヨハ
ネは見せられたのです。
　私達が亡くなられた人を想う時、そこには悲しみや後
悔があります。しかし、聖書の考え方は異なります。そ
こに苦しみや涙は無く、神様と一緒になって幸せと喜び
に溢れていると聖書は伝えているのです。私達は亡く
なった方を気の毒に思ってしまうことがありますが、天
国にいる人達から見れば地上に生きている私達の方が
様々なことに四苦八苦しているように見えているのでは
ないでしょうか。

　義理の母は教会のすぐ隣に住んでいましたが、「家は
仏教だから」「自分は何も困っていないから」と教会に
は来ていませんでした。なんとか神様を信じてもらいた
いと思いつつ、忙しい日々を過ごしていると、燃え尽き
症候群のように気力が無くなってしまった時がありまし
た。原因を知るために祈っていると、「教会の隣に住ん
でいるお義母さんを導けないで、どうしてみんなに神様
を伝えることができるでしょうか。」と言われたように
感じました。
　そこで、「分かりました、お義母さんが救われるように
一生懸命祈ります。今日から断食します。」と、祈ること
を決心します。

　そうして2・3日経った時、義母から困ったことがあ
ると相談を受けました。足に静脈瘤（血液が逆流して血
管がコブのように膨らむ病気）ができ、そのままだと危
ないとお医者さんに言われたのです。初めて義母の口か
ら「困った」という言葉を聞いた時、即座に教会のお祈
り会で病気の回復のために皆に祈ってもらおうと誘いま
した。お医者さんから、来週手術をするけど治るかどう
かわからない病気だと聞かされ、とても不安な気持ちで
いた義母は教会に行くことを決めます。そうして初めて
教会に行き、皆で祈ることが出来ました。
　3日ほど経った後、義母が大変なことが起こったと教
会に飛び込んできました。足の静脈瘤が治ったことを知
らせに来たのです。見ると、薄らとした跡が残るだけで
静脈瘤は無くなっていました。手術をせずに癒されたこ
とがきっかけで、彼女はクリスチャンになりました。

　この地上において神様は様々な癒しを行って下さいま
すが、それでも私達の誰もが死を体験します。どんな優
秀なお医者さんがいても、神様が病気を治してくださっ
ても必ず死はやって来ます。しかし、聖書には神様の国
に入ることが出来たなら、どんな悩みや苦しみも取り去
られると書かれています。また、神様を信じることで同
じ天国に来れるようにと願われています。この地上での
死は敗北のように思えるかもしれませんが、そうではあ
りません。この死は恐ろしいものではなく、天国に行く
ための門なのです。それは勝利者の門です。
　弟子のヨハネは流刑にされ、いつ殺されるかも分から
ない状況でしたが、天から大きな声を聞きます。全世界
の人々に伝わるようにヨハネに真理を伝えたのです。私
達は神様の声を聞こうと思えば聞くことが出来る、その
ような恵まれた場所に置かれています。今日その声を聴
こうとしてみませんか。

『すると、御座に着いておられる方が言われた。「見よ。
わたしは、すべてを新しくする。」また言われた。「書き
しるせ。これらのことばは、信ずべきものであり、真実
である。」（ヨハネの黙示録21：5）』
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　　　　（ ２０２５ 年10月1９日 ） 

お祈り

（要約者：池田 優香）


